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シリーズ

　

平
成
23
年
11
月
、
愛
知
県
で
有
資
格
者

に
よ
る
戸
籍
謄
本
不
正
取
得
事
件
が
明
る

み
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
や
県
警
職
員
の

戸
籍
情
報
が
流
出
し
、
一
部
は
暴
力
団
に

流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
不
正
取
得
の
目
的
の
一

つ
に
は
、「
同
和
地
区
出
身
か
ど
う
か
の

身
元
調
査
」が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
調
べ
で
、
こ
の
有

資
格
者
は
、
業
務
上
請
求
書
を
１
万
枚
以

上
偽
造
し
、
平
均
す
る
と
１
件
１
万
円
の

手
数
料
で
計
１
億
円
以
上
の
不
正
な
利
益

を
上
げ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
全
国

的
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
県
内

で
も
、
現
在
ま
で
に
合
計
23
件
の
不
正
取

得
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す

（
そ
の
う
ち
倉
吉
市
は
３
件
）。

　

こ
こ
で
い
う
有
資
格
者
と
は
、弁
護
士
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
弁
理
士
、
海
事
代
理

士
、
行
政
書
士
の
八
士
業
を
指
し
ま
す
。

　

八
士
業
は
業
務
上
、
専
用
の
請
求
書
を

用
い
て
第
三
者
の
戸
籍
な
ど
を
取
得
で
き

る
権
限
を
持
つ
た
め
、
行
政
が
窓
口
で
不

正
請
求
で
あ
る
か
ど
う
か
を
即
座
に
判
断

す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
国
の
自
治
体
で「
本
人
通

知
制
度
」の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
登
録
型
の
本
人
通
知
制
度
を

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
不
正
取
得
と
、
特
定
の

人
物
に
よ
る
権
限
の
悪
用
を
未
然
に
防

ぎ
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
も
の

で
す
。
ぜ
ひ
、登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

①
登
録
で
き
る
人

倉
吉
市
に
住
民
登
録
、
ま
た
は
戸
籍
が
あ

る
人（
過
去
に
あ
っ
た
人
）

②
通
知
内
容

交
付
年
月
日
／
交
付
証
明
書
の
種
別
／
交

付
通
数
／
交
付
請
求
者
の
種
別（
代
理
人

ま
た
は
第
三
者
の
別
）

※ 

こ
の
制
度
は
、
交
付
さ
れ
た
こ
と
を
通
知
す

る
も
の
で
、
交
付
請
求
者
の
名
前
、
住
所
は

通
知
し
ま
せ
ん
。

③
登
録
期
間（
通
知
す
る
期
間
）

登
録
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経

過
し
た
日
の
属
す
る
年
の
12
月
31
日
ま
で

④
対
象
と
な
る
証
明
書

住
民
票
の
写
し
／
戸
籍
の
附
票
の
写
し
／

戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本
／
こ
れ
ら
住
民

票
・
附
票
の
除
票
お
よ
び
除
か
れ
た
戸
籍

⑤
制
度
の
流
れ

(1) 

事
前
に
市
役
所
に
申
し
込
み
、
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】運
転
免
許
証
な

ど
本
人
確
認
で
き
る
書
類

※ 

手
続
き
の
詳
細
は
、
事
前
に
窓
口
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(2) 

代
理
人
・
第
三
者
に
④
の
証
明
書
が
交

付
さ
れ
た
ら
…

(3) 

登
録
者
に
交
付
し
た
事
実
を
、
②
の
内

容
に
基
づ
い
て
後
日
通
知
し
ま
す
。

⑥
受
付
窓
口

・ 

市
民
課（
あ
２
２
―

８
１
５
５
／
い
２
２

―

２
９
５
４
）

・ 

関
金
支
所
管
理
課（
あ
４
５
―

２
１
１
１

／
い
４
５
―

３
９
６
４
）

住
民
票
・
戸
籍
謄
本
な
ど　

第
三
者
の
不
正
取
得
防
止
に
向
け
て

住
民
票
・
戸
籍
謄
本
な
ど　

第
三
者
の
不
正
取
得
防
止
に
向
け
て

「
本
人
通
知
制
度
」を
始
め
ま
し
た

「
本
人
通
知
制
度
」を
始
め
ま
し
た

全
国
一
斉

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」特
設
人
権
相
談
所

と　

き

：

６
月
１
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

：

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
鳥
取
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課（
あ
０
８
５
７
―

２
２
―

２
２
８
９
／
い
０
８
５
７
―

２
７
―

３
７
５
６
）

倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会

第
43
回
総
会
・
講
演
会

【
と　

き
】５
月
12
日（
土
）　

※
入
場
無
料

総　

会

：

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

講
演
会

：

午
前
10
時
50
分
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】倉
吉
未
来
中
心 

小
ホ
ー
ル

【 

演　

題
】「
全
国
水
平
社
創
立
90
周
年
の

歴
史
と
伝
統
に
学
ぶ
」（
仮
題
）

【 

講　

師
】駒
井 

忠
之
さ
ん（
水
平
社
博
物

館（
奈
良
県
御
所
市
）学
芸
員
）

◎ 

同
会
で
は
、現
在
、会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

【
年
会
費
】１
，０
０
０
円

２
０
１
２
年
度
部
落
解
放
・
人
権
政
策

確
立
要
求
鳥
取
県
実
行
委
員
会

第
28
回
総
会
・
学
習
会

【
と　

き
】５
月
11
日（
金
）　

※
入
場
無
料

総　

会

：

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

学
習
会

：

午
後
２
時
20
分
〜
３
時
50
分

【
と
こ
ろ
】倉
吉
未
来
中
心 

小
ホ
ー
ル

【
演　

題
】「
人
権
侵
害
救
済
法
制
定
に
向

け
て
そ
の
現
状
と
課
題
」（
仮
題
）

【
講　

師
】松
岡 

徹
さ
ん

　

本
人
通
知
制
度
は
、
倉
吉
市
に
住
民
登
録
や
本
籍
の
あ
る
人
が
、
事
前

に
登
録
し
、
代
理
人
ま
た
は
第
三
者
に
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
交
付
さ
れ

た
と
き
に
、
通
知
を
受
け
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
不
正
請
求
の
抑
止
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権

利
侵
害
防
止
が
期
待
で
き
ま
す
。
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【
２
９
２
人
の〝
と
り
た
ん
新
入
生
〞は
り
き
っ
て
ま
す
!!
】

　

４
月
５
日（
木
）、倉
吉
未
来
中
心
に
お
い
て
第

42
回
鳥
取
短
期
大
学
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
入
学
生
は
本
科
２
７
３
人
、
専
攻

科
19
人
の
合
計
２
９
２
人
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
の
実
現
に
向
け
て〝
と
り
た
ん
ラ
イ
フ
〞を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
と
り
た
ん
生
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
新
任
教
員
紹
介
】

　

今
年
度
、
と
り
た
ん
に
２
人
の
先
生
が
新
た
に
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。
２
人
と
も
笑
顔
の
す
て
き
な
先
生
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
①
出
身
地　

②
専
門
分
野　

③
主
な
担
当
科
目　

④
趣
味
・
特
技　

⑤
な
に
か
一
言
）

国際文化交流学科

　長
な が お か

岡 絵
え り か

里佳 助教

① 島根県松江市

② 図書館情報学、社会教育学

③   学習指導と学校図書館、

図書館概論、図書・図書

館史

④  スポーツ観戦

⑤  ４月から倉吉市民になり

ました。よろしくお願い

します。

生活学科 住居・デザイン専攻

　倉
く ら つ ね

恒 俊
しゅんいち

一 教授

① 倉吉市

② 建築施工学

③  建築施工、建築計画、

建築法規、建築一般構造

④  陶芸、海釣り

⑤ 学園祭などの催し物のと

きは、気楽にお出かけく

ださい。学生たちとお待

ちしております。

【
平
成
２４
年
度
鳥
取
短
期
大
学
公
開
講
座 

受
講
生
募
集
】

　

20
周
年
を
迎
え
た
今
年
度
の
公

開
講
座
は
、「
知
ろ
う
、つ
く
ろ
う
、

や
っ
て
み
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

　

未
知
の
こ
と
を
知
る
楽
し
さ
、

手
指
を
動
か
し
作
り
出
す
世
界
、

や
っ
て
み
る
小
さ
な
体
験
―
。

　

生
涯
学
習
、
学
び
の
種
を
ま
く

講
座
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

：

だ
れ
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
程
・
講
師
・
テ
ー
マ

：

下
表
の

と
お
り

会　

場

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

視

聴
覚
ホ
ー
ル
、
ま
た
は
同
プ
ラ
ザ

第
一
研
修
室

定　

員

：

１
５
０
人

受
講
料

：

無
料

※ 
第
６
回
は
、
材
料
代
１
，
０
０
０
円

が
必
要
で
す
。

問
鳥
取
短
期
大
学
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー（
あ
／
い
２
６
―

９
１
３
８
）、
ま

た
は
倉
吉
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課（
あ
２
２
―

８
１
６
７
／
い
２
２
―

１
６
３
８
）

回 と　き 講　師 テーマ

１
５月２６日（土） 鳥取短期大学理事

歴史の伝統と新しい文化午後１時３０分～３時 国連大学協力会 専務理事

長谷川 善一【開講式】

２
６月８日（金） 幼児教育保育学科

元気に楽しく音楽レクリエーション
午後１時３０分～３時 教授　羽根田 真弓

３
６月２９日（金） 幼児教育保育学科

「あそび」で保つ、心と身体の健康
午後１時３０分～３時 准教授　近藤 剛

４
７月１３日（金） 生活学科食物栄養専攻

加齢と身体機能の変化
午後１時３０分～３時 教授　逢坂 秀樹

５
７月２７日（金） 国際文化交流学科

文化とコミュニケーションスタイル
午後１時３０分～３時 准教授　池谷 千恵

６
８月１０日（金）
午後１時３０分～３時

生活学科住居・デザイン専攻

准教授　前田 夏樹

あかりの魅力・和紙手づくり体験
※定　員：５０人（要事前申込）
※材料費：１，０００円（当日集金）

７
８月３１日（金）

国際文化交流学科

教授　大江 節子
前三千年紀メソポタミアの生活と知恵午後１時３０分～３時

【閉講式】

（23）平成 24.5


